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１－（１）．SSW 試験コンクリートバー法 

  コンクリートのアルカリシリカ反応性判定試験方法（JCI－AAR－3）において、供し体

を包む保水紙に含ませる真水を２０％NaCl 水溶液に代えた試験 

 

コンクリートのアルカリシリカ反応性判定試験方法（案） 

コンクリート法（JCI AAR－3） 

１． 適用範囲 

この試験方法は、コンクリート供試体の長さ変化を測定することにより、任意の配（調）合の

コンクリートが、アルカリシリカ反応性を有するか否かを判定する試験に適用する。ここでいう、

コンクリートのアルカリシリカ反応性とは、コンクリートにおいて将来アルカリシリカ反応によ

る有害な膨張やひびわれが生じることである。 

〈解説〉（一部省略） 

 コンクリートのアルカリシリカ反応性をより正しく判定するには、実際のコンクリートに用

いられる材料と配（調）合に基づいてコンクリート供試体を作製し、判定試験を実施すること

が望ましい。ここに規定するコンクリート法は、任意の配合のコンクリートのアルカリシリカ

反応性を判定するための試験法である。ただし、このコンクリート法は、結果の判定をできる

だけ早期に行うため、アルカリの添加と、温度 40℃、湿度 100%の反応促進条件を採用した。 

 

２． 試験用器具 

2.1 型枠 

 供試体作製用型枠は、100 ㎜×100 ㎜×400 ㎜または 75 ㎜×75 ㎜×400 ㎜の供試体の作製が可

能な型枠で、両端に長さ変化用ゲージプラグを埋め込めるようにゲージプラグ固定用の穴をあけ

たものとする。 

2.2 長さ変化測定器具 

 長さ変化の測定は、JIS A 1129に規定するダイヤルゲージ方法による。ダイヤルゲージはJIS 

B 7503の 0.01㎜目盛り（精度）のものを使用する。 

2.3 ゲージプラグ 

 ゲージプラグは、供試体の長軸方向の両端部中央に埋め込む形式で、試験中に腐食しない金属

製のものとする。 

2.4 供試体被覆材 

 供試体を被覆する保水性の高い保水紙は、それぞれの供試体の表面が被覆できる大きさを持ち、

試験中にアルカリに侵されて品質が低下しない材質のものとする。保水紙で被覆された供試体を

包む鋼袋は、伸縮性を持ち、試験中にアルカリに侵されないものとする。保水紙および鋼袋で被

覆された供試体の水分の蒸発を防止するためのポリエチレン製の袋は、供試体全面を収納し、か

つ供試体の重量に耐える厚さを持ち、密閉可能な寸法を有するものとする。 

〈解説〉（2.2，2.3 に対する解説省略） 

 2.3 供試体の表面を常に湿潤状態に保つために使用する保水紙は、高吸水性のシート状のも

の、ポリプロピレン 100%の不織布が望ましい（一部省略）。 

 

 





３． 使用材料 

3.1 コンクリート 

 レデーミクストとコンクリートあるいは、試験対象用のコンクリートに使用される材料を用い

て練り混ぜたコンクリートを用いる。 

3.2 水酸化ナトリウム 

 水酸化ナトリウムは、JIS K 8576に規定する試薬を使用する。 

（3.2 に対する解説省略） 

 

４． 供試体の作り方 

4.1 コンクリートの配（調）合 

 配（調）合は、レデーミクストコンクリートあるいは試験対象のコンクリートの配（調）合と

する。添架するアルカリは、水酸化ナトリウムとし、その添加量は酸化ナトリウム当量で、各バ

ッチでそれぞれコンクリート1m 当たり2.4kgとする。 

4.2 コンクリート供試体の作り方 

 コンクリートの作り方は試験対象のコンクリートの作り方と同様とするが、原則としては、JIS 

A 1138およびJIS A 1132による。 

 供試体の寸法は、100 ㎜×100 ㎜×400 ㎜または 75 ㎜×75 ㎜×400 ㎜を標準とする。供試体の

個数は、同一条件の試験に対してそれぞれ３個とする。 

4.3 アルカリの添加方法 

 アルカリの添加方法は、次のうちのいずれかによる。 

(1)同時添加法：練混ぜ水に水酸化ナトリウムを加えて水酸化ナトリウム水溶液としてアルカ

リを添加する。 

(2)あと添加法：練り上がったコンクリートに細粒状水酸化ナトリウムを添加して、JIS A 1138

によって再び練り混ぜ、アルカリを添加する。 

〈解説〉 

 4.1 通常、アルカリ量が多くなるのに伴ってアルカリシリカ反応による膨張率は大きくな

る。しかし、アルカリベシマムの存在する骨材では、ベシマムを超えたアルカリの添加量によ

って、逆に小さな膨張率となるので、添加アルカリ量と膨張率との間にどのような関係がある

かを知るためには、添加アルカリ量を種々変えた配合について検討する必要がある。コンクリ

ート法制定のための共通試験結果によれば、2.40kg/m のアルカリを添加すれば、コンクリート

のアルカリシリカ反応性の誤判定をすることはほとんどないことが分かった。そこで、反応性

骨材を使用したコンクリートにおいては、総アルカリ量が酸化ナトリウム当量で 3~4kg/m を超

えたときに有害な膨張の発生が認められていることを考慮し、コンクリート 1m 中の総アルカ

リ量がこの限界値を僅かに超えた、添加アルカリ量 2.40kg/m の配合のコンクリートが有害な

反応を示すか否かによって判定することとした（一部省略）。 

 (4.2 に対する解説省略) 

 4.3 あと添加法は、生コンクリートへ適用できる方法である。この方法で 75×75×400 ㎜の

供試体を作製する場合には、先ず練上がり直後のコンクリートを JIS A 1128 に規定する容器で

7 のコンクリートを計り取り、これを練り板上にあけてから、細粒状の NaOH を 21.7g（コンク

リート 1m 当り Na O eq.で 2.40kg/m に相当）ふりかけ、スコップで均質となるまで手早く練

り混ぜた後、型枠につめる。10×10×40 ㎝の供試体を作製する場合には、同上の容器で2回計

量すればよい（一部省略）。 





５． 基長 

 供試体は、コンクリートの打ち込み後20時間以降24時間以内で脱型を行い、直ちにJIS A 1129

に従って基長を測定することを原則とする。 

〈解説〉（省略） 

 

６． 供試体の貯蔵方法 

6.1 供試体の被覆 

 基長の測定が終わった供試体は、水を含ませた保水紙を用いて表面を覆い、これを供試体表面

に密着させるために、供試体全体を伸縮性のある鋼袋で包み、さらに、水分の蒸発を防止するた

めに、ポリエチレン製の袋に収納して密閉する。 

6.2 供試体の貯蔵方法 

 被覆の終った供試体は、温度40±2℃に制御できる貯蔵容器または恒温室に貯蔵する。貯蔵中、

供試体は互いに接触しないように、また、ゲージプラグに供試体の重量がかからないように適当

な架台を用いる。 

〈解説〉 

 6.1 保水紙は予め水に浸しておいて使用時に軽く絞る（約 100g の水が含まれていることが

望ましい）（一部省略）。 

 

７． 測定項目及び測定方法 

7.1 測定項目 

 供試体の長さ変化を所定の材令ごとに測定する。その際、供試体の表面を観察して、最初にひ

びわれやゲルが滲出した材令を記録する。 

7.2 測定方法 

 長さ変化は、20±3℃に制御室内で、JIS A 1129に従って測定する。 

 供試体は、測定の24時間前に貯蔵容器または恒温室からとりだして、測定室内に移動し、被覆

したまま放冷して、供試体温度を測定室内温度に近づけておく。 

7.3 測定材令 

 長さ変化は、基長測定時のほか、以下の材令で測定する。 

 1，2，3，4，5および6か月 

 

８． 膨張率の算出 

 ダイヤルゲージの読みをもとに、次の式によって0.001%まで計算して、それぞれの材令におけ

る膨張率を算出する。 

膨張率（％）＝ 
(Xi－sXi)－(Xini－sXini) 

×100 
L 

    

ここに、 Xi： 材令iにおける供試体のダイヤルゲージの読み 

 sXi： 材令iにおける標準尺のダイヤルゲージの読み 





 Xini： 供試体脱型時のダイヤルゲージの読み 

 sXini： 同時に測定した標準尺のダイヤルゲージの読み 

 L ： 有効ゲージ長（ゲージプラグ内側端面の距離） 

 （Xi，sXi，Xini，sXini，Lの単位は同一とする。） 
 

 

９． 判定 

 供試体3本の平均膨張率が6か月後に0.100%未満の場合は、対象としたコンクリートは「反応

性なし」と判定し、0.100%以上の場合は「反応性あり」と判定する。 

〈解説〉 

 コンクリートのアルカリシリカ反応性の判定に用いる膨張率は、ひびわれが確認できる膨張

率であること、試験の精度上信頼性の膨張率であること、さらには、実コンクリート構造物に

アルカリシリカ反応による損傷が確認されているコンクリートを「反応性あり」と判定できる

こと、アルカリ反応性の鉱物を含まず化学法やモルタルバー法で「無害」と判定される骨材を

用いたコンクリートを「反応性なし」と判定できること、などを考慮して 0.100%と定めた。 

 

１０．精度 

 個々の供試体のある材令の膨張率が、その前の材令の膨張率を下回ってはならない。ただし、

下回る量が膨張率において0.010%以下の場合には精度は満たされていると考えてよい。 

 

１１．報告 

 報告には、次の項目を記載する。 

(1) 結果判定日 

(2) 実施者 

(3) 細・粗骨材の産地、および岩種 

(4) JCI AAR-1化学法、JCI AAR-2モルタルバー法等のよるアルカリシリカ反応性試験結

果と判定結果 

(5) セメントおよび混和材料の種別とそれぞれのアルカリ量 

(6) コンクリートの配（調）合 

(7) 供試体寸法 

(8) アルカリの添加方法（同時添加法、あと添加法の別） 

(9) 供試体各材令ごとの膨張率とその平均値および判定結果 

(10) 試験中および試験後の供試体観察によって発見された重要な事項等 

(11) 膨張率の経時変化図 
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１－（２）．熱膨張係数試験の方法
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１－（３）．配合検討における各種試験内容の例（種別Ｓの事例）
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２－（１）．温度応力解析の例（単純鋼鈑桁（フライアッシュ））
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２－（２）．橋梁形式毎の床版ひび割れ指数（代表的な形式による解析事例） 
 

①多径間連続鋼鈑桁橋 
次頁に示す表－１は，温度応力解析により，RC床版のひび割れリスクを検討した結果をまとめたものである。新気仙大

橋での試行工事における計測結果により検証した実橋モデルにより計算された結果である。 
 水結合材比が45%で，高炉セメントB種を用い，膨張材を使用した新気仙大橋で使用された配合を設定している。湿潤

養生を行う材齢28日までの，最小のひび割れ指数を示している。 
 外気温，コンクリートの打込み温度，コンクリートの熱膨張係数を様々に変化させた計算結果を示している。コンクリー

トの自己収縮については，JCIのマスコンクリートのひび割れ制御指針2016のモデルを用いた場合を100%と表記し，湿

潤養生ににより自己収縮が低減された場合等を想定し，自己収縮の量を 75%，50%に低減した場合の計算結果も示してい

る。 
 床版の段階施工による応力を考慮しない場合と，施工ステップ応力を 1.0MPa として温度応力と足し合わせた場合のひ

び割れリスクを示した。ひび割れのリスクは，引張強度を引張応力で除したひび割れ指数で示した。 
 実施工において，ひび割れのリスクを評価する際の参考資料として提示するものである。 
 なお，数値解析のモデルは以下を参照されたい。 
 
1. Arifa Iffat Zerin, Akira Hosoda, Satoshi Komatsu: Numerical Simulation of Early Age Expansion and Autogenous  

Shrinkage Behavior of Blast Furnace Slag Concrete with Expansive Additive，構造工学論文集，Vol. 64A, pp. 666 - 674， 
2018.3 
 
2. Arifa Zerin, Akira Hosoda, Satoshi Komatsu and Kosuke Kashimura, Numerical Simulation of Early Age Thermal 
Stress in Durable RC Bridge Slab Utilizing Blast Furnace Slag Concrete with Expansive Additive, The 12th fib 
International PhD Symposium in Civil Engineering,  2018.8 
 
3. Arifa Zerin, Akira Hosoda, Satoshi Komatsu and Nobuyuki Nagata 
Numerical Simulation of Thermal Stress in Highly Durable RC Slab on PC Composite Girder Bridge，コンクリート工

学年次論文集，Vol.40，No.1，pp.465 - 470，201 
 
 
 



　次項に示す表―1は，温度応力解析により，RC床版のひび割れリスクを検討した結果をまとめたものである。(仮称)

新気仙大橋での試行工事における計測結果により検証した実橋モデルにより計算された結果である。

　水結合材比が45％で，高炉セメントB種を用い，膨張剤を使用した(仮称)新気仙大橋で使用された配合を設定してい

る。湿潤養生を行う材齢28日までの，最小ひび割れ指数を示している。



 
表－１．多径間連続鋼鈑桁橋の例 

 
 





 
②２径間連続鋼鈑桁橋 

表－２は，温度応力解析により，2スパンの鋼箱桁橋のRC床版のひび割れリスクを検討した結果をまとめたものであ

る。新柳渕橋を想定した実橋モデルにより計算された結果である。 
 水結合材比が 45%で，高炉セメント B 種を用い，膨張材を使用した高耐久床版用の配合を設定している。湿潤養生を

行う材齢28日までの，最小のひび割れ指数を示している。 
 外気温，コンクリートの打込み温度，コンクリートの熱膨張係数を様々に変化させた計算結果を示している。コンクリ

ートの自己収縮については，JCIのマスコンクリートのひび割れ制御指針2016のモデルを用いた場合を100%と表記し，

湿潤養生ににより自己収縮が低減された場合等を想定し，自己収縮の量を75%，50%に低減した場合の計算結果も示して

いる。 
 ひび割れのリスクは，引張強度を引張応力で除したひび割れ指数で示した。実施工において，ひび割れのリスクを評価

する際の参考資料として提示するものである。 
 

表－２．２径間連続鋼鈑桁橋の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(仮称)新柳渕橋を想定した実橋モデルにより計算された結果である。



 
 
③単径間鋼鈑桁橋 

表－３は，温度応力解析により，単径間の鋼桁橋の RC 床版のひび割れリスクを検討した結果をまとめたものであり、

実橋モデルにより計算された結果である。 
 水結合材比が 45%で，高炉セメント B 種を用い，膨張材を使用した高耐久床版用の配合を設定している。膨張材が無

い場合のひび割れリスクについても検討した。湿潤養生を行う材齢28日までの，最小のひび割れ指数を示している。 
 外気温，コンクリートの打込み温度，コンクリートの熱膨張係数の様々な組み合わせの中で、ひび割れのリスクが高い

ものを抽出して計算した結果を示している。コンクリートの自己収縮については，JCIのマスコンクリートのひび割れ制

御指針2016のモデルを用いた場合を100%と表記している。  
 ひび割れのリスクは，引張強度を引張応力で除したひび割れ指数で示した。 
 実施工において，ひび割れのリスクを評価する際の参考資料として提示するものである。 

 
表－３．単径間鋼鈑桁橋の例 
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④単径間ＰＣコンポ桁橋 
 

表－４は，温度応力解析により，単径間のPCコンポ桁橋のRC床版のひび割れリスクを検討した結果をまとめたもの

であり、実橋モデルにより計算された結果である。 
 水結合材比が 45%で，高炉セメント B 種を用い，膨張材を使用した高耐久床版用の配合を設定している。膨張材が無

い場合のひび割れリスクについても検討した。湿潤養生を行う材齢28日までの，最小のひび割れ指数を示している。 
 外気温，コンクリートの打込み温度，コンクリートの熱膨張係数の様々な組み合わせの中で、ひび割れのリスクが高い

ものを抽出して計算した結果を示している。コンクリートの自己収縮については，JCIのマスコンクリートのひび割れ制

御指針2016のモデルを用いた場合を100%と表記している。  
 ひび割れのリスクは，引張強度を引張応力で除したひび割れ指数で示した。 
 実施工において，ひび割れのリスクを評価する際の参考資料として提示するものである。 

 
表－４．単径間ＰＣコンポ桁橋の例 
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１．打設検討の条件 

 床版コンクリートの打設順序を検討するにあたり、下記の条件にしたがって検討を行う。 

 

① 床版打設範囲は作業条件を考慮し、1日の打設可能量 150m3以下とする。 
② ２日目以降の打設順序については、すでに打設済みの床版に与える影響が最小になるように行う。 
③ 打設順序・打設日は、添付１とする。 
④ 打設前日までに打設された範囲はその材令に応じて桁と合成されている仮定し、打設段階ごとに作用

する引張応力度の累計が、その材令における許容引張応力度以下となるように打設順序を設定する。 
⑤ Ｇ１桁とＧ２桁について検討を行う。（添付２参照） 
⑥ 床版荷重は、設計計算書から添付２のように仮定して検討を行う。 

⑦ 打設順序によって生じるたわみ差が極力小さくなるように打設順序を配慮する。 

⑧ 設計図とのたわみ差を比較するため、設計図のＤｓｌを設計値として検討を行う。 
⑨ 計算ソフトは、㈱横河ブリッジ（旧横河工事㈱）の BECSYWIN（SLAB-Win32）を使用する。 

⑩ 床版コンクリートには、高炉セメントを用いるため、材令による弾性係数実験データにて検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－（３）．段階施工による応力解析の事例①（鋼７径間連続箱桁橋）
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２．照査の条件 

（１）構造系 

すでに打設された範囲の曲げ剛性は床版の材令に応じた完全合成断面として求める。 

 

（２）応力度の算出 

床版表面に作用する応力度は、各材令および打設ステップごとに作用する応力度の累計とする。 

 
n

1i vii

ii
c

In

yM
σ         (1) 

ここで、 

        σc :ステップｎにおける床版応力度 (N/mm2) 
        Ｍi :ステップ i に作用する曲げモーメント (N.mm) 
        ｙi :ステップ i での剛性断面図心から床版上面までの距離 (mm) 
        ｎi :ステップ i における弾性係数比 (Es / Eci) 
        Ｅs :鋼弾性係数 (N/mm2) 
        Ｅci :ステップ i における材令に応じたコンクリート弾性係数 (N/mm2) 
        Ⅰvi :ステップ i における材令に応じた合成断面２次モーメント (N/mm2) 

 

 

３．検討結果 

  （１）発生応力度の検討結果 

ブロック毎に、各ステップで生じるコンクリートの最大引張応力度を次頁「応力集計表」に示す。 

 

  （２）変位量の検討結果 

次頁「床版打設による変位量と設計キャンバーの比較」に、設計変位量と、打設による変位量

（STEP13）の比較を示す。 

比較表から、設計キャンバーとの誤差が最大でも１４ｍｍしかなく、解析上の剛度の誤差を考慮す

れば、妥当な値である。また、最少支間長５４．０ｍを考えると、十分な許容誤差内である。 

 

 

以上より、仮定した打設ステップにより、施工する。 
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【応力集計表】

σt2 σta σt3 σta σt4 σta σt5 σta σt6 σta σt7 σta σt8 σta σt9 σta σt10 σta σt11 σta σt12 σta σt13 σta

⑦ S1 ～ C7 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -   -0.93 -   -1.10 -0.09 -1.21 -0.09 -1.29 -   -1.36 

⑬ C7 ～ C12 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   

③ C12 ～ C17 -   -   -0.06 -0.40 -0.93 -0.93 -0.93 -1.10 -1.20 -1.25 -1.20 -1.33 -1.21 -1.39 -1.21 -1.43 -1.14 -1.48 -1.14 -1.52 -0.76 -1.55 

⑪ C17 ～ C24 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -0.12 -0.93 

⑤ C24 ～ C29 -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -   -1.02 -   -1.15 -   -1.25 -   -1.33 -   -1.39 -   -1.43 -   -1.48 

⑨ C29 ～ C34 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.01 -0.40 -0.20 -0.93 -0.21 -1.10 -0.17 -1.21 

① C34 ～ C40 -   -0.40 -   -0.93 -0.93 -1.10 -1.04 -1.21 -1.08 -1.29 -1.12 -1.39 -1.10 -1.43 -0.92 -1.48 -1.04 -1.52 -1.04 -1.55 -1.02 -1.58 -1.02 -1.61 

⑧ C40 ～ C45 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.10 -0.40 -0.22 -0.93 -0.15 -1.10 -0.13 -1.21 -0.14 -1.29 

④ C45 ～ C50 - - - - - -0 40 - -0 93 - -1 15 - -1 25 - -1 33 - -1 39 - -1 43 - -1 48 - -1 52

STEP12 STEP13
箇所

【打設】

Ｇ１

STEP6 STEP7 STEP8 STEP9 STEP10STEP2 STEP3 STEP4

【打設】

STEP5

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

STEP11

【打設】

④ C45 ～ C50 -  -  -  -  -  -0.40 -  -0.93 -  -1.15 -  -1.25 -  -1.33 -  -1.39 -  -1.43 -  -1.48 -  -1.52 

⑩ C50 ～ C57 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.02 -0.40 -0.08 -0.93 -0.07 -1.10 

② C57 ～ C62 -   -0.40 -0.84 -0.93 -0.90 -1.10 -1.16 -1.21 -1.16 -1.33 -1.23 -1.39 -1.21 -1.43 -1.00 -1.48 -1.00 -1.52 -0.79 -1.55 -0.79 -1.58 

⑫ C62 ～ C67 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 

⑥ C67 ～ S2 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.60 -   -1.02 -   -1.15 -0.14 -1.25 -0.13 -1.33 -   -1.39 -   -1.43 

σt2 σta σt3 σta σt4 σta σt5 σta σt6 σta σt7 σta σt8 σta σt9 σta σt10 σta σt11 σta σt12 σta σt13 σta

⑦ S1 ～ C7 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -   -0.93 -   -1.10 -0.11 -1.21 -0.13 -1.29 -   -1.36 

⑬ C7 ～ C12 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   

③ C12 ～ C17 -   -   -0.06 -0.40 -0.90 -0.93 -0.90 -1.10 -1.23 -1.25 -1.23 -1.33 -1.24 -1.39 -1.25 -1.43 -1.17 -1.48 -1.17 -1.52 -0.94 -1.55 

⑪ C17 ～ C24 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -0.06 -0.93 

⑤ C24 ～ C29 -   -   -   -   -   -   -   -0.40 -   -1.02 -   -1.15 -   -1.25 -   -1.33 -   -1.39 -   -1.43 -   -1.48 

⑨ C29 ～ C34 - - - - - - - - - - - - - - - -0 40 -0 12 -0 93 -0 12 -1 10 -0 10 -1 21

【打設】

【打設】

【打設】

箇所
STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

STEP9 STEP10 STEP11 STEP12 STEP13

【打設】

【打設】⑨ C29 ～ C34 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  -0.40 -0.12 -0.93 -0.12 -1.10 -0.10 -1.21 

① C34 ～ C40 -   -0.40 -   -0.93 -0.89 -1.10 -1.05 -1.21 -1.09 -1.29 -1.13 -1.39 -1.09 -1.43 -0.93 -1.48 -0.94 -1.52 -1.07 -1.55 -1.07 -1.58 -1.05 -1.61 

⑧ C40 ～ C45 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.04 -0.40 -0.28 -0.93 -0.24 -1.10 -0.22 -1.21 -0.23 -1.29 

④ C45 ～ C50 -   -   -   -   -   -0.40 -   -0.93 -   -1.15 -   -1.25 -   -1.33 -   -1.39 -   -1.43 -   -1.48 -   -1.52 

⑩ C50 ～ C57 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.01 -0.40 -0.07 -0.93 -0.07 -1.10 

② C57 ～ C62 -   -0.40 -0.86 -0.93 -0.92 -1.10 -1.14 -1.21 -1.15 -1.33 -1.17 -1.39 -1.16 -1.43 -1.02 -1.48 -1.02 -1.52 -0.80 -1.55 -0.80 -1.58 

⑫ C62 ～ C67 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.40 

⑥ C67 ～ S2 -   -   -   -   -   -   -   -   -   -0.60 -   -1.02 -   -1.15 -0.07 -1.25 -0.07 -1.33 -   -1.39 -   -1.43 

※圧縮応力度は、+とする。

Ｇ２

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】

【打設】
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【床版打設による変位量と設計キャンバーの比較（Ｇ１）】

S1 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 P1 C10 C11 C12 C13 C14 C15 C16 C17 C18 C19 C20 P2 C21 C22 C23 C24 C25 C26 C27 C28 C29 C30 C31 P3 C32 C33 C34 C35 C36 C37 C38

打設による変位量 0 -12 -22 -28 -30 -28 -21 -13 -5 0 0 -5 -16 -29 -40 -48 -50 -46 -36 -24 -12 -3 0 -1 -7 -15 -23 -28 -29 -26 -20 -11 -4 0 0 -6 -17 -31 -43 -51 -53 -50

設計キャンバーDsl 0 13 25 33 36 34 28 19 9 2 0 3 12 23 34 41 43 40 33 22 11 2 0 2 11 21 32 39 41 39 31 21 10 2 0 3 11 22 32 40 42 39

設計キャンバーδ 0 -13 -25 -33 -36 -34 -28 -19 -9 -2 0 -3 -12 -23 -34 -41 -43 -40 -33 -22 -11 -2 0 -2 -11 -21 -32 -39 -41 -39 -31 -21 -10 -2 0 -3 -11 -22 -32 -40 -42 -39

設計キャンバーとの誤差 0 1 3 5 6 6 7 6 4 2 0 -2 -4 -6 -6 -7 -7 -6 -3 -2 -1 -1 0 1 4 6 9 11 12 13 11 10 6 2 0 -3 -6 -9 -11 -11 -11 -11

C39 C40 C41 C42 P4 C43 C44 C45 C46 C47 C48 C49 C50 C51 C52 C53 P5 C54 C55 C56 C57 C58 C59 C60 C61 C62 C63 C64 P6 C65 C66 C67 C68 C69 C70 C71 C72 S2

打設による変位量 -40 -27 -14 -3 0 0 -5 -13 -20 -25 -27 -25 -19 -11 -4 0 0 -6 -17 -30 -43 -51 -54 -51 -42 -29 -15 -4 0 -1 -8 -17 -25 -30 -29 -24 -13 0

設計キャンバーDsl 32 21 10 2 0 3 11 22 32 39 41 38 31 20 10 2 0 3 12 23 34 41 44 41 34 23 12 3 0 4 13 23 32 36 35 27 15 0

Ｇ１

Ｇ１

設計キャンバーδ -32 -21 -10 -2 0 -3 -11 -22 -32 -39 -41 -38 -31 -20 -10 -2 0 -3 -12 -23 -34 -41 -44 -41 -34 -23 -12 -3 0 -4 -13 -23 -32 -36 -35 -27 -15 0

設計キャンバーとの誤差 -8 -6 -4 -1 0 3 6 9 12 14 14 13 12 9 6 2 0 -3 -5 -7 -9 -10 -10 -10 -8 -6 -3 -1 0 3 5 6 7 6 6 3 2 0
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【床版打設による変位量と設計キャンバーの比較（Ｇ１）】

S1 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 P1 C10 C11 C12 C13 C14 C15 C16 C17 C18 C19 C20 P2 C21 C22 C23 C24 C25 C26 C27 C28 C29 C30 C31 P3 C32 C33 C34 C35 C36 C37 C38

打設による変位量 0 -12 -22 -28 -30 -28 -21 -13 -5 0 0 -5 -16 -29 -40 -48 -50 -46 -36 -24 -12 -3 0 -1 -7 -15 -23 -28 -29 -26 -20 -11 -4 0 0 -6 -17 -31 -43 -51 -53 -50

設計キャンバーDsl 0 13 25 33 36 34 28 19 9 2 0 3 12 23 34 41 43 40 33 22 11 2 0 2 11 21 32 39 41 39 31 21 10 2 0 3 11 22 32 40 42 39

設計キャンバーδ 0 -13 -25 -33 -36 -34 -28 -19 -9 -2 0 -3 -12 -23 -34 -41 -43 -40 -33 -22 -11 -2 0 -2 -11 -21 -32 -39 -41 -39 -31 -21 -10 -2 0 -3 -11 -22 -32 -40 -42 -39

設計キャンバーとの誤差 0 1 3 5 6 6 7 6 4 2 0 -2 -4 -6 -6 -7 -7 -6 -3 -2 -1 -1 0 1 4 6 9 11 12 13 11 10 6 2 0 -3 -6 -9 -11 -11 -11 -11

C39 C40 C41 C42 P4 C43 C44 C45 C46 C47 C48 C49 C50 C51 C52 C53 P5 C54 C55 C56 C57 C58 C59 C60 C61 C62 C63 C64 P6 C65 C66 C67 C68 C69 C70 C71 C72 S2

打設による変位量 -40 -27 -14 -3 0 0 -5 -13 -20 -25 -27 -25 -19 -11 -4 0 0 -6 -17 -30 -43 -51 -54 -51 -42 -29 -15 -4 0 -1 -8 -17 -25 -30 -29 -24 -13 0

設計キャンバーDsl 32 21 10 2 0 3 11 22 32 39 41 38 31 20 10 2 0 3 12 23 34 41 44 41 34 23 12 3 0 4 13 23 32 36 35 27 15 0

Ｇ１

Ｇ１

設計キャンバーδ -32 -21 -10 -2 0 -3 -11 -22 -32 -39 -41 -38 -31 -20 -10 -2 0 -3 -12 -23 -34 -41 -44 -41 -34 -23 -12 -3 0 -4 -13 -23 -32 -36 -35 -27 -15 0

設計キャンバーとの誤差 -8 -6 -4 -1 0 3 6 9 12 14 14 13 12 9 6 2 0 -3 -5 -7 -9 -10 -10 -10 -8 -6 -3 -1 0 3 5 6 7 6 6 3 2 0
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データ名：新気仙Ｇ１
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度

Step 1
1日目
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データ名：新気仙Ｇ１
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度
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データ名：新気仙Ｇ１
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度
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データ名：新気仙Ｇ２
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度
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データ名：新気仙Ｇ２
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度
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データ名：新気仙Ｇ２
作図名：累積応力図：

【凡例】 累積応力度 ステップ応力 許容引張応力度
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２－（４）．段階施工による応力解析の事例②（鋼２径間連続鈑桁橋）
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３－（１）．Ｎ式貫入試験の試験方法













３－（２）．Ｎ式貫入試験による仕上げ時間等の設定例①



実際の作業内容と経過時間

考 察

　試験施工時は、「平坦仕上げ」の時期が280分経過後であったが、本施工では185分経過後

となり約100分早くなっている。また、「最終仕上げ」の時期は、試験施工では350分経過後

で本施工では245分経過後と、こちらも約100分仕上げの時期が早くなっている。

　これは、試験施工時の天候が曇りで最高気温が25℃であったのに対し、本施工では晴れて

日差しが強く最高気温も29℃となったため、コンクリートの凝結速度が速くなったためであ

る。本施工では、試験施工時より貫入量が10mm程度大きい段階で仕上げ作業を行っているの

も、凝結速度が速いため仕上げ作業が遅れて均せなくなることを防ぐためである。

　仕上げ時期の判断は外気温や日差し・風の影響によって変わるが、今回のＮ式貫入試験の

結果から、天候により仕上げ時期が変わったとしても時間比例することが分かった。

　試験施工のＮ式貫入試験結果を整理（表・グラフ）した上で、本施工時も測定することに

より、天候の影響による仕上げ時期の変化にも対応することができる。

　よって、試験施工でＮ式貫入試験を行い仕上げ時期の計画目安を立てることは非常に大事

であると言える。

養生マット敷設

290分

350分

490分

作 業 内 容 (天候：晴れ　外気温：２３～２９℃)

13:05

13:15

14:15

16:35

貫入量

50mm

40mm

平坦仕上げ（トロウェル）

金ゴテ仕上げ(1回目)

最終仕上げ(金ゴテ2回目)

280分

経過時間時間

26mm 11:30 245分

18:05 640分

時間 経過時間

10:30 185分

10:45 200分

Ｎ式貫入試験を用いた仕上げ時期推定例

8mm

試験施工
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55mm
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３－（３）．Ｎ式貫入試験による仕上げ時間等の設定例①
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３－（４）．床版防水プライマーの建研式引張接着試験の方法
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３－（５）．模擬床版試験施工計画の事例①（鋼単純鈑桁橋）
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生コン工場



































1 目的

2 実施日時

・平成31年3月8日(金)　9:30～

3 実施場所

・桑折高架橋P16橋脚西側(桁下)・・・次頁位置図参照

4 使用材料

・鉄筋(組立て済み) 　　SD345 D13～D19

・生コンクリート

　　33-12-20BB　膨張材入り　水セメント比45%以下

配合の設計条件

床版工 特殊品 33 20 12 45%以下 5 高炉セメント(B種)
(膨張材入り)

・モルタル 　　1:3　（ポンプ車通し）

・被膜養生材

　　マスターキュア106(過去の試験により防水層との接着性が確認済みのものを選定)

・養生マット

5 使用機械

・コンクリートポンプ車 (36mブーム)：1台

・棒状バイブレーター (φ50)：3台 (他に予備1台)

・トロウェル：1台

・高圧洗浄機：1台

6 確認事項

・コンクリートの性状(スランプ・空気量)の変化

　（受入れ時、ポンプ吐出し時）

・コンクリートの施工性(圧送、均し、締固め、仕上げ)

・配置人員と設備の適否

・間隔定規を使っての締固め方法の適否

・左官仕上げの始まり時期と仕上げ可能時期(N式貫入試験と左官担当者の所見)

・養生マットの敷設可能時期

・養生マットの適用性(しっかり湿潤養生できるか)

　１　概要

・桑折高架橋床版の高耐久化の取り組みの一環として模擬床版を用いて
　施工確認を行い、本施工時の施工計画の留意点を検討し反映させる。
　また、本施工と同じ人員で行うことで本施工に向けた練習の意味もある。

工種 区分
呼び強度
(N/mm2)

粗骨材
最大寸法

(mm)

スランプ
(cm)

W/C
(％)

空気量
(％)

摘要



５－（６）．模擬床版試験施工計画の事例②（鋼４径間連続箱桁橋）



8:30 ～ 9:30

9:00 ～ 9:30

9:30 ～ 9:50

9:50 ～ 10:00

N式の値でN=10㎜目安 養生マット敷設・散水

撤去 適時 取壊し・搬出

3次仕上げ(金ゴテ仕上げ)

コンクリート養生 28日間湿潤養生2019/4/5

N式の値でN=20㎜目安

2次仕上げ
(被膜養生散布・トロウェル)

N式の値でN=40㎜目安

1次仕上げ(表面荒仕上げ)

打設開始から

頻度：30分/回

間隔定規を使用、時間8秒/1箇所10:00 11:05～

N式貫入試験

本締固め

打設段取り

コンクリート運搬

コンクリート受入れ

機材準備・ポンプ車配置

コンクリート出荷・運搬

現場内受入れ

試験項目

コンクリート現場試験

コンクリート打設

予定時間作業

2019/3/8

コンクリート吐出し確認

コンクリート打設敷均し

　２　実施スケジュール

コンクリート性状

内容 実施者

ステップ①

ステップ②

ステップ③

ステップ④





人員配置計画

・総括責任者 ○○○○

・施工管理者 ○○○○

・写真記録担当者 ○○○○

・締固め確認者 ○○○○

・生コン試験者

　スランプ・空気量試験

　塩化物・単位水量測定

　N式貫入試験・吐出確認○○○○、○○○○

・土木一般世話役 ○○○○

・敷均し担当者 2人選定

・締固め担当者 3人選定

・定規担当者 1人選定

・ポンプ車OP 1人

・左官担当者 2人選定

・雑工(型枠確認他) 1人選定

合計 17人+製造業者

　3　実施体制

生コン製造業者試験室
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4-1) コンクリート試験実施項目

供試体の内訳は1週強度用3本、4週強度用3本と筒先から採取した残り3本を一般養生9日用

測定は30分に1回行うほかに左官工が開始した時点の貫入量も参考の為に測定する。

試験項目と時期を一覧表に示します。

荷卸し時
圧送筒先時
(模擬床版上)

硬化後

〇 〇 -

〇 〇 -

〇 - -

〇 - -

- 〇 -
施工後 〇 6 〇 9 -圧縮強度試験 σ7,σ28及び一般養生9日後

施工時

スランプ試験

空気量測定

塩化物総量測定

単位水量測定

N式貫入試験

N式貫入試験 打設開始から30分毎に1回
各施工段階の開始と
施工限界の目安確認

区分 試験項目
試料採取時期

考察

供試体採取
現場受入れ時 6本

筒先9本 受入れ時と筒先時の変化確認

凝結状況確認試験

項目 時期 備考

塩化物総量測定 現場受入れ時

単位水量測定 現場受入れ時

スランプ試験 製造時と現場受入れ時とポンプ筒先排出時 製造時・受入れ時・筒先時の変化確認

空気量測定 製造時と現場受入れ時とポンプ筒先排出時 製造時・受入れ時・筒先時の変化確認

　4　実施計画

コンクリート性状試験

項目 時期 備考





4-2) 実施手順

※詳細図は参考資料①参照

コンクリート模擬打設

・模擬試験は各施工段階の実施項目を確認しながら施工します。・・・チェックシート参考資料②参照

4-2-1)打設段取り

・模擬試験に先立ち、資機材(バイブレーター、養生マット等)の動作確認、数量確認をします。

・模擬床版内に異物がないか確認してから散水して湿潤状態にします。

・コンクリートポンプ車を下図の位置に配置します。

・先送りモルタルを通し、排出確認をします。モルタルは残コン用の型枠に排出します。

P17

P15

4
4
5

1
1
7
6
0

4
4
5

1
2
6
5
0

6
.3
00

5.400
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S=1：400
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横
断
勾
配
 3
.0%

模擬床版

実床版の片車線の1ブロックの寸法で縦断・横断勾配を再現。

施工区間は全区間において縦断勾配4%、横断勾配3%となっており条件は同じです。

模擬床版の想定

P16

橋
脚

P16

試験箇所

資機材

生コン車

ポンプ車
36mブーム

模擬床版
駐
車
場

出入口
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4-2-2)コンクリート運搬・受入れ

・指定した工場よりコンクリートを運搬します。

・生コン車が現場に到着したら伝票を確認して、受入れ時の試験を実施します。

　※スランプ・空気量・塩化物総量・単位水量・供試体採取 ・・・チェックシート参考資料③参照

・試験により適正を確認した後、生コン車からポンプ車に投入します。

4-2-3)コンクリート打設

・打設は計画手順(打設方向・締固め順序・時間)のとおりに行います。

(低い方から高い方へ向かって打込みます。)

打設順序 　　　　　　本締固め順序

参考経路図

運搬距離L=8Km
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施工箇所

(半五郎地区床版工工事)

生コン工場
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・打設箇所からN式貫入試験用のコンクリートを採取し、測定を行います。

　N式貫入試験は30分に1度行い硬化の状況を確認します。・・・チェックシート参考資料④参照

・ポンプ車の筒先にバイブレーターを配置し、吐き出されたコンクリートをおおよその計画高に均します。

・打込まれたコンクリートを左官工が検測棒を目安にトンボ等で計画高に均します。

・検測棒の設置間隔は横断方向に@2.0m,縦断方向に@1.8mとし周囲の型枠には

　釘で高さを表示します。

・打込み完了と共に、間隔定規を使い後追いバイブ(本締固め)を行います。

・締固め時間は時間計測者を配置し、1箇所8秒間(抜き差し2秒・振動6秒)とします。

・型枠に当てないため挿入の深さを確認できるようにバイブレーターの先端(20㎝)に

　テープでマーキングし目安とします。

・引抜きは穴が残らないようにします。

本締固め時配置図

間隔定規寸法 マーキングテープ
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・排水桝箇所は透明型枠で組立て、底面部・側面部にコンクリートが回る打設方法を確認します。

　※排水桝の詳細は次項に記載

・本締固めに追って、左官工が打ち込まれたコンクリートを木コテ・トンボ等で

　計画高に調整しながら均します。(1次仕上げ)

・N式貫入試験の結果を確認後(N=40㎜)、左官工の意見と合わせ養生材を散布し、

　トロウェルと人力で均します。(2次仕上げ)

・被膜養生材は防水層との接着性が実証されているマスターキュア106とします。別添参考資料

・N式貫入試験の結果を確認後(N=20㎜)、左官工の意見と合わせ金ゴテで均します。(3次仕上げ)

・N式貫入試験の結果を確認後(N=10㎜以下)、コンクリート表面の状態を確認して

 養生マットを敷設し散水して断熱性の高いブルーシート(エコシート)で覆います。

資材イメージ

2次仕上げ　トロウェル・人力 3次仕上げ　人力

(N式貫入試験 N=40㎜目安) (N式貫入試験 N=20㎜目安)

散水・養生マット敷設

(N式貫入試験 N=10㎜以下目安)
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4-2-4)コンクリート養生

・模擬床版を28日間湿潤状態に保ちます。

・養生期間中は散水により水分を追加します。休日は当番を決め散水します。

4-2-5)脱枠

・養生後、脱枠して側面・底面の表面の状態を確認します。

①表面の出来映え

　(ジャンカ等は無いか。原因：締固めの不足・型枠の隙間・材料の分離)

　打ち継ぎ箇所については筋が入っていないか

　(原因：下層部と上層部の締固め不足・打ち重ね時間が遅い)

②ひびはないか

　(ひび割れ調査表による項目を確認・・・チェックシート参考資料⑤参照

排水桝部詳細

・排水桝は透明の型枠で組み立て3個設置ます。

・3個の桝にそれぞれの締固め方法を試しコンクリートの回り具合を確認します。

　①ロープを使った締固め

　②軽便バイブを斜めに入れての締固め

　③気泡抜き取り器具を使用しての締固め

※試験中は蓋をして見えないようにする。

※使用時間は6秒で統一する

③気泡抜き取り器具　　①ロープ ②軽便バイブ

①ロープ

②軽便バイブ

③気泡抜き取り器具

上
上
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① 模擬床版構造図

② 施工確認シート(床版打設模擬試験施工段階確認表)

③ コンクリート現場試験記録表

④ N式貫入試験測定記録表

⑤ ひび割れ調査表

　5　参考資料
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チェック

1 ～

2 ～

3 ～

4 ～

5

6 ～

7 ～

8 ～

9 ～

10 ～

11

12 ～

13 ～

14 ～

金ゴテ仕上げ(3次仕上げ)

養生・散水
N式貫入試験と

左官工の意見により

参考資料②

10:45～11:00

10:20～10:50

コンクリート打設・筒先バイブ 10:15～10:45

コンクリート吐出し確認 9:50～10:00

3個の桝締固め確認　3通り

天端高さ調整均し(トンボ使用)
後追いバイブ(本締固め)定規使用

8秒

床版打設模擬試験施工段階確認表

実施時間予定時間作業工程

ポンプ車モルタル通し 9:45～9:50

ポンプ車の配置 8:30～9:30

資機材の準備・確認

異物の有無・散水

8:30～9:30

8:30～9:30

10:45～11:00

①ビニールひも②軽便バイブ③気泡抜き取り器具

N式貫入試験と
左官工の意見により

被膜養生材散布(150m /m2)
N式貫入試験と

左官工の意見により

トロウェル仕上げ(2次仕上げ)
N式貫入試験と

左官工の意見により

木ゴテによる仕上げ
(天端調整・コン天棒撤去4本) 11:00～11:20
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運搬距離

製造時
適否

(〇 ×) 受入れ時
適否

(〇 ×) 筒先時
適否

(〇 ×)

-

-

-

-

- 6本 9本

※空気量は5%の±1.5%で管理しますが4.0%以上を目標にします。

運搬距離表

L= 8.0

L= 3.3

L= 14.3

L= 17.0

L= 17.7

工場名 所在地 運搬距離(Km)

空気量測定 ±1.5%

コンクリート温度

塩化物総量測定 0.3Kg/m3

単位水量測定 ±15Kg/m3

供試体採取

工場名

打設数量 V=7.9m3

確認項目 許容値

スランプ試験 ±2.5㎝

参考資料③

コンクリート試験実施記録表

工事名 桑折高架橋半五郎地区床版工工事

打設箇所 模擬床版

打設日 平成31年3月8日

設計配合

外気温

33-12-20BB　膨張材入り　水セメント比45.0%以下
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予定時間 実施時間 気温
コンクリート

温度

1 10:00

2 10:00 ㎜

3 10:30 ㎜

4 11:00 ㎜

5 11:30 ㎜

6 12:00 ㎜

7 12:30 ㎜

8 13:00 ㎜

9 13:30 ㎜

10 14:00 ㎜

11 14:30 ㎜

12 15:00 ㎜

13 15:30 ㎜

14 16:00 ㎜

15 16:30 ㎜

16 17:00 ㎜

17 17:30 ㎜

18 18:00 ㎜

㎜

㎜

※貫入試験でN=40㎜を確認後、実床版でも実施する。(試験穴の補修がこの時点では可能であるため)

試験13回目

試験14回目

試験15回目

試験16回目

試験17回目

※左官工着手時も測定

2次仕上げ時開始時

3次仕上げ時開始時

試験7回目

試験8回目

参考資料④

N式貫入試験実施記録表

工事名 桑折高架橋半五郎地区床版工工事

打設箇所 模擬床版

確認項目 結果(㎜)

試験9回目

試験10回目

試験11回目

試験12回目

試料採取

試験1回目

試験2回目

試験3回目

試験4回目

試験5回目

試験6回目

打設日 平成31年3月8日

設計配合 33-12-20BB　膨張材入り　水セメント比45.0%以下　高性能AE減水剤入り
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　高耐久床版施工時のチェックリスト(案)

   工事名：　桑折高架橋半五郎地区床版工工事(環境条件A)

S A B

1 必須

2 必須

3
必須

4
必須

5

6
必須

7

8
必須

9
必須

10
必須

11

12
必須

13

14
必須

15
必須

16
必須

17
必須

18 必須

19 必須

20
必須

21
必須

22

23
必須

24
必須

25
必須

養
生

26
必須

27
必須

28
実床版での膨張・収縮ひずみ、外気温、温度を計測しているか

打
設
時

N式貫入試験を実施し、打重ね時間、仕上げ時間を確認しているか

施工状況把握チェックシートで打設時の項目の確認をしているか

左官仕上げは必要な時期(模擬試験体でのN式貫入試験値計測
時)に適切(計画人数以上、トロウェル使用時等)に行われているか

養生は適切な方法(散水方法、特殊養生マットの使用、乾燥防止
対策等)で行われているか

模擬試験体の膨張・収縮ひずみ、外気温、温度を計測しているか

模擬試験体打設時のプロテクター貫入試験、N式貫入試験を実施しているか

模擬試験体を部分的に切断した供試体で塩分浸透試験を実施しているか

打
設
前

エポキシ樹脂塗装鉄筋の結束には被覆番線を使用しているか

エポキシ樹脂塗装鉄筋の塗膜損傷防止対策を実施しているか

エポキシ樹脂塗装鉄筋の塗膜損傷箇所のタッチアップをしているか

コンクリート内部に残置する金具(セパレーター等)に防錆処理をしているか

施工の基本事項を尊守できる人員配置、施工方法となっているか

打重ね許容時間、仕上げ開始予定時間を踏まえた施工計画となっているか

養生の方法、期間は適切な施工計画となっているか

連続桁の場合、施工方法、膨張・収縮挙動を踏まえたひび割れ解析を行っているか

施
工
前

連続桁の場合、打設ブロック、打設順序を踏まえたひび割れ対策を検討しているか

コンクリートの水結合材比は45%以下としているか

配合はフライアッシュコンクリートか高炉セメントを使用しているか

高炉セメント配合では自己収縮ひずみを計測しているか

コンクリートに膨張材を添加しているか

膨張材を添加した配合での膨張・収縮ひずみを計測しているか

コンクリート配合にAE剤を使用し、必要な目標空気量としているか

コンクリートに使用する骨材のASR試験(SSW法等)を実施しているか

参考資料⑥

検討、実施項目
必須or
 任意

チェック欄
環境条件

模擬試験体による施工性試験を実施しているか(養生期間28日)

実床版での膨張・収縮ひずみを計測するためのひずみ計を設置したか

打
設
後

必要な湿潤養生期間を確保したか(高炉1ヶ月、フライアッシュ3ヶ月)

必要な箇所にエポキシ樹脂塗装鉄筋を使用しているか
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３－（７）．床版の施工計画の例
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３．打設体制 

３－１ 打設管理体制 

 

  図３－１に打設時の管理体制図を示す。 

 

 

 

協力会社 

監理技術者 

主任技術者 

総指揮者 

打設管理者 生コンクリート 

品質管理者 

現場養生温度管理者 仕上げ養生管理者 変形管理者 

   

打設指揮者 型枠・支保工点検者 埋込計器管理者 

図３－１打設時の管理体制図
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３－２ 打設人員 

 

 表３－１に打設作業人員を示す。ただし、生コン受け入れ品質検査員は除く。 

 

 

職種 人員 所属会社 

作業指揮者 

ポンプ車オペレーター 

1 

2 

 

筒先バイブレーター 2  

後追いバイブレーター 

バイブレーター手元 

足場板段取り替え 

1 
 

5 

 

型枠点検者 

左官 

1 

6 

 

生コン車誘導員 1  

合計 17  

 

 

 

４．打設詳細 

４－１ コンクリート搬入経路 

 

  運搬距離及び運搬時間は以下のとおりである。 

 

    運搬距離：  30.5Km 

    運搬時間：  48 分 

 

 

  

表３－１作業人員表
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５－３ 打設管理分担 

 

以下に打設管理における責任分担と管理での注意点を示す。 

責任者 管理項目と注意点 

全体管理者 

 

 

 

 

 

打設管理者 

 ・コンクリート打設に関するすべてを総括管理する。 

・打込箇所をポンプオペレーターに指示する。 

・バイブレーターの締固め（50 ㎝間隔で 8 秒とする。）の指示

及びその確認を行う。締固めは、筒先でφ50mm、後追いで 

・打ち重ね部分に小旗をたて、打込時間を記入し 1.5 時間以内

に打ち重ねすることを確認する。 

・1.5 時間を過ぎた場合はバイブレーターの挿入ピッチを 25 ㎝

に変更指示する。 

・アジテータ車の入場を確認し連続的に打設できるように打込

速度を調整する。 

・生コンクリートの受取試験結果とポンプからの排出時の性状

を目視確認し、異常時には総指揮者に連絡する。 

生コンクリート 

品質管理者 

 ・      にて練混ぜ立会い管理を行う。 

・受け入れ試験に立会い、結果を無線で総指揮者に報告する。

養生温度管理者  ・底型枠の下に配置したヒーターでの養生温度管理を行う。 

・打設中から養生環境温度は、10~13℃に保つ。 

埋込計器管理者  ・計測工用埋込み計器の管理を行う。 

・埋込み計器への直接生コンの投入やバイブレーターの接触を

避けるよう注意指示する。 

変形管理者  ・G3 鋼主桁上の変形計測用エポキシ鉄筋により打設前後の高

さ計測を行う。 

・打設中、約半分の打設終了時に支間中央のたわみ計測を実施

し総指揮者に報告する。 

仕上げ管理者  ・仕上げ補助剤の散布規定量をマーキングした 1m の範囲に実

際に散布することで、左官工に必要散布量を実感させる。 

・ジョウロの容量に合わせた散布エリアを現場に明示し必要量

を確実に散布するように指示管理を行う。 

・養生シートの布設時期を左官工と協議し開始時期を指示す

る。 

型枠・支保工 

点検者 

 ・型枠支保工の点検を行い、緩んだナットの増し締めを行う。

・ノロ漏れ箇所についてはウエスにて間詰する。 

打設指揮者  ・打設管理者に指示のもと打設の総指揮を行う。 
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（8）床版コンクリートの橋面仕上げの留意点 

１．橋面仕上げの重要性 

 防水工の防水性能に支障が生じると、RC 床版のコンクリート面に水が作用することとなり、これが原因

で土砂化が誘発される。一方、RC 床版本体の平坦性に問題があると、写真－1 のように滞水の原因とな

り、これは土砂化を促進させる一因となる。 

また、床版コンクリートの橋面仕上げが不適切であると写真－2 のように凹凸が大きい表面の仕上がり

となったり、写真－3 のように表面に均しの跡が残ったりする。また、写真－4 のように、床版施工作業員

以外の人員の移動を考慮して、床版施工面に単管足場を設置したために、足場の下に仕上げ機械が入

らず、写真－5 のように足場下が仕上げ不良となった事例もある。 

写真－1 平坦性不良のため滞水箇所が生じた事例 

写真－2 表面に凹凸等が多い事例 写真－3 均しの跡が残ってしまった事例 

写真-4 床版施工面に足場を設置した例 写真－5 足場下の仕上がり状況 

（写真中の穴は単管の除去跡） 
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このような状況になると、コンクリート表面の滞水を防止するため表面の凹凸を削るなどの対策が必要

となる場合が多い。また、コンクリート表面を削る段階で、表面に微細なひび割れが発生するため、コンク

リート中に水が浸透しやすい状態となる。このため、写真－6 のように含浸剤を塗布するなどの対策を併

用する場合が多い。 

 

表－1 は、Ａ～Ｄまでの４橋について、橋面仕上げの状態を目視で相対的に判定した結果と透気試験

の結果を比較したものある。短繊維の有り無しなどの主要な仕様も記載した。なお、Ａ～Ｄ橋は、いずれも

東北仕様で建設されたＲＣ床版であり、セメントは高炉Ｂ種を使用しており、目標とする水結合材比(W/B)

は 45％程度である。Ｄ橋については、橋面の仕上がり状態が目視判定で「劣」となっている状態での透気

試験の結果と、補修のため表面を削った後に含浸剤を塗布した後の透気試験結果も記載している。 

 

写真－6 表面の凹凸を削り、含浸剤を塗布した事例 

表－1 橋面仕上げの目視判定と透気試験の比較の例 





橋面仕上げの目視判定は、Ａ、Ｂ橋が「良」、Ｃ橋が「優」、Ｄ橋が「劣」となっている。一方で、Ｃ橋とＤ橋

では目視判定の結果に大きな差があるにも関わらず、透気係数はどちらも「良」となっている。Ｄ橋は補修

前が「良」であり、補修後に含浸剤を塗布した箇所では一部で「優」の結果が得られたが、含浸剤塗布の

有無による透気係数に大きな差は見られなかった。 

表－2 は、Ａ～Ｄまでの４橋について、橋面仕上げの状態を目視で相対的に判定した結果と吸水試験

の結果を比較したものある。その他の項目は表－1 と同様である。 

 

 

橋面仕上げの目視判定が「良」または「優」のＡ～Ｃ橋は、吸水速度が非常に小さいか吸水しないという

「良」の結果となっており、目視判定の結果と吸水試験の結果は同じ傾向を示している。一方でＤ橋は、吸

水試験の結果は「良」でも、吸水速度はＡ～Ｃ橋に比べて大きく、「一般」に近い数字となっていることから

吸水速度は橋面の目視判定の結果を一定程度反映していると思われる。 

補修後のＤ橋の試験結果を見ると、含浸剤塗布後に吸水速度が大きく低下していることから、含浸剤

には床版コンクリート表面の水を浸透しにくくする効果があると思われる。 

橋面仕上げの相対的な目視判定結果と、透気試験、吸水試験の結果を比較したが、吸水試験の方が

目視判定の結果を比較的反映している結果となった。また、補修時には含浸剤を併用することで床版コ

ンクリート表面の水を浸透しにくくする効果があることが明らかとなった。 

このように、RC 床版の橋面の仕上げが補修を要するほど悪いと、仕上げが良好な床版と比較して、特

に吸水速度の結果に差が出ることがわかった。これは、橋面仕上げが悪いと滞水しやすい状態となって

土砂化を促進することや、コンクリート中への凍結抑制剤混じりの水の浸透を助長する可能性が高いこと

を示しており、橋面の仕上がりの良否は、その RC 床版の耐久性に大きく影響する。 

このため、橋面の仕上がりが不良とならないように、施工計画段階で橋面仕上げについて十分検討し

ておく必要がある。 

 

表－2 橋面仕上げの目視判定と吸水試験の比較の例 
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２．施工段階における橋面仕上げ不良の発生リスク 

東北仕様の RC 床版は、設計段階で多重防護による耐久性を確保し、施工段階では品質を確保する

必要がある。現在施工が行われている東北仕様の RC 床版は、高さ管理のための高さ表示棒を写真－7

のように下側鉄筋に定着して、作業員の移動などで生じる上側鉄筋のたわみによる影響を受けないよう

な工夫がされている現場が出てきている。また、写真－8 のようなバイブレータの挿入位置を補助する治

具を使用して締固めが確実に行われるように工夫がなされた現場もある。 

 

このように高さ管理や打込み・締固めで品質確保の工夫がなされたとしても、橋面仕上げを行う左官工

の施工体制（班編制、各班の人数、技能、経験等）によっては、橋面に滞水箇所が生じたり、凹凸が出た

りする可能性がある。 

ここでは、床版の施工の実例に沿って、どの段階で橋面仕上げに不具合が発生するリスクがあるかを

解説する。 

床版の施工は、まず始めにポンプ車から圧送された生コンを筒先から打ち込むところから始まり（写真

－9）、その後を追うようにしてバイブレータによる締固めが行われる（写真－10）。 

 

 

写真－5 下側鉄筋に定着された高さ指示棒 

写真－8 バイブレータの挿入位置を補助する

締固め用の治具（40cm×40cm×9 マス） 

写真－9 打込みの事例 写真－10 締固めの事例

写真－7 高さ表示棒を下側鉄筋に定着した事例 
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①荒仕上げ段階で床版の表面の高さが決まる 

バイブレータによる締固めが終わった箇所から、左官工による荒仕上げが行われる（写真-11）。この荒

仕上げによって、床版の表面の高さがほぼ決まるため、この段階での高さ管理に留意する必要がある。 

②平坦性は金ゴテ仕上げの時期で決まる 

コンクリート表面が仕上機械を載せられる程度まで硬化したら、被膜養生剤を散布して（写真―12）、仕

上げ機械（円盤式）（写真―13）による表面仕上げを行い、その後かんじき等を履いた左官工が床版に載

ってもその足跡が消せる程度の硬化状態で、金ゴテによる仕上げが行われる（写真―14）。この金ゴテ仕

上げに入る時期で、表面の平滑さなどの平坦性の良否が決まると言って良い。 

 

写真-11 左官工による荒仕上げの事例

写真-12 被膜養生剤を散布している状況 

写真-13 仕上げ機械（円盤式）での仕上げ作業 
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写真-14 を見ると、金ゴテ仕上げを行う左官工の後ろには、仕上げ機械で均し作業を行う左官工がい

る。さらにその後ろでは、アジテータ車待ちで打込み・締固めが中断しているが、ここには荒仕上げを行う

左官工がいるはずである。この事例は 9 月下旬の施工であったが、日中の気温上昇が大きく、コンクリー

ト表面の硬化が予定より速く進んでも、左官工が対応可能な施工体制であることがわかる。 

この事例で、仮に左官工による金ゴテ仕上げの時期が遅いと、コンクリートの硬化が進んでいるため、

仕上げ機械の均し跡等を金ゴテでは消せなくなり、表面に凹凸が残った仕上がりとなることは容易に想像

できる。 

 

③硬化速度に適した左官工の体制確保が重要 

図-1 は、左官工の施工体制とコンクリートの硬化速度による橋面仕上げの不具合発生のイメージであ

る。横軸は荒仕上げ開始からの時間経過を表しており、時間経過に伴ってコンクリートの硬化が進んでい

くため、機械仕上げの開始時期や金ゴテ仕上げの開始時期も示している。縦軸は左官工の施工体制を

示しており、体制（ａ）は、荒仕上げ班、機械仕上げ班、金ゴテ仕上げ班がそれぞれ独立しており、各班が

他班の仕事を兼務することが無い体制である。一方、体制（ｂ）は、荒仕上げ班が施工完了後に金ゴテ仕

上げ班を兼務する体制である。通常は、荒仕上げ班の一部が金ゴテ仕上げ班を兼務する事はあっても、

体制（ｂ）のような荒仕上げ班が完全に金ゴテ仕上げ班を兼務するような極端な施工体制は実施工では

採用される可能性は無いと思われるが、橋面仕上げの不具合発生リスクをイメージしやすいように体制

（ｂ）を模式的に採用している。 

体制（ａ）は、各班が独立しており各班が他班の仕事を兼務することが無いため、機械仕上げや金ゴテ

仕上げ開始時期に左官工が作業を開始するため、橋面仕上げで不具合が発生するリスクは小さい。一

方、体制（ｂ）は、荒仕上げ班が金ゴテ仕上げ班を兼務しているため、荒仕上げが終わってから金ゴテ仕

上げに取りかかっては、既に金ゴテ開始時期を過ぎているため、硬化が進んだコンクリートを仕上げる事

が困難となり、橋面仕上げの不具合が発生するリスクが大きくなる。 

しかしながら、体制（ａ）のように荒仕上げ班、機械仕上げ班、金ゴテ仕上げ班を独立して確保できるほ

ど左官工を集めることは難しい場合が多い。このような場合には、荒仕上げ班の作業完了後に金ゴテ仕

写真―14 左官工による金ゴテ仕上げの事例 

写真―14 左官工による金ゴテ仕上げの事例 
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上げを行っても仕上げ作業が可能となるように、遅延剤などでコンクリートの硬化を遅らせることで、橋面

仕上げの不具合発生リスクを小さくすることができる。ただし、遅延剤はそこ効果が切れるとコンクリート

の硬化が急速に進む場合があるので、遅延剤の効果が得られる時間やその後の硬化特性を試験練りの

段階で確認しておく必要がある。 

東北仕様の RC 床版の橋面仕上げは、Ｎ式貫入試験の結果と左官工の経験から得られる作業開始時

期の相関をとって、コンクリートの硬化速度と各段階の仕上げ作業の開始時期を予め想定し、予定してい

る左官工の体制で各仕上げ作業に遅延が生じないか事前に検討しておくことが重要である。 

日中の気温が高温となる６月～９月の時期に施工した床版に橋面仕上げの不具合が多い傾向にあ

る。コンクリートの硬化は、気温が高いほど速く進むため、６月～９月施工の RC 床版は、遅延剤等の活

用も含めたコンクリートの硬化速度に適した左官工の施工体制を確保することが、橋面仕上げの不具合

を抑制する上で重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 左官工の施工体制とコンクリートの硬化速度による不具合発生のイメージ 





 







３－（８）．寒中コンクリートの養生計画の例
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（10）橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

 下表の防水工の施工状況把握チェックシートの、各工種の番号が黄色で着色されているチェック項目に

ついて、どのような点に着目するのか、実施工時の写真をもとに施工上の留意点として取りまとめた。 
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 橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理  

番 号 ① -１ ゴミや埃をコンプレッサー等を用いてきれいに掃除しているか 

 

補足 

床版コンクリート面にプライマーの塗布前、防水シートの施工前の落ち葉、埃、砂や小石の清掃を入念に

実施する。この清掃は、防水シート施工後、基層工施工中、表層工施工前にも実施する。排水桝や水抜き

孔、伸縮装置付近にゴミが特に溜まりやすい。 

状 況 写 真 

 写真－1 防水ｼｰﾄに付随した硅砂が飛散し、水抜き孔付近に集積した例 

（対応例：防水ｼｰﾄの設置から基層工の舗設までのあき期間を短くする） 

写真－2 排水枡付近に集積したゴミを表層工前に清掃 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ① -2 ゴミや埃をコンプレッサー等を用いてきれいに掃除しているか 

補足 掃除が不十分な例：防水シートと床版コンクリートの間に残留している小石が、 

合材運搬ダンプにつぶされ防水シートが損傷。 

状 況 写 真 

写真－1 常温貼りで複数孔の損傷例 

写真－2 流し貼りでのｼｰﾄ損傷例（孔が開く） 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ①-3 ゴミや埃をコンプレッサー等を用いてきれいに掃除しているか 

補足 掃除が不十分な例：防水シートと床版コンクリートの間に残留している小石が、合材運搬ダンプにつぶされ

防水シートが損傷。 

状 況 写 真 

 

 

写真－1 複数孔の損傷が発生 

 

 

写真－2 防水シート上を舗設中に清掃する事で小石等で防水シートが損傷する事を予防できる 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ①-4 ゴミや埃をコンプレッサー等を用いてきれいに掃除しているか 

補足 防水シートの損傷箇所の補修例。 

状 況 写 真 

写真－1 清掃後、損傷箇所のｻｲｽﾞに合わせた成型目地材を設置 

 

写真－2 ｶﾞｽﾊﾞーﾅにて成型目地材を暖め溶解させる 

 

写真－3 溶解後、手先で成型目地材を均して孔を埋める 

黒ずんでいる箇所：防水ｼｰﾄも一部分溶解される 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ①-5 ゴミや埃をコンプレッサー等を用いてきれいに掃除しているか 

補足 掃除が不十分な例：表層工の施工前、伸縮装置の後打ちコンクリートの段差にゴミ、小石等が集積。 

状 況 写 真 

写真－1 ゴミや小石が溜まっているため成型目地材がヨレて正しく設置出来ない 

写真－2 成型目地材を撤収し清掃後、再設置する 

写真－3 清掃後の正しい成型目地材の設置状況。この後舗設を開始 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ② 床版の水分量は 10%以下であることを確認しているか（目標は 5%以下が望ましい） 

状 況 写 真 

写真－1 床版ｺﾝｸﾘｰﾄの水分量測定状況 

 

写真－2 水分量測定値 4.6% （近接：Ａ） 

高周波水分計による測定結果 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ③ 残存アスファルトは除去されているか 

状 況 写 真 

 

写真－1 当日の舗設終了後：防水ｼｰﾄ上の残存ｱｽﾌｧﾙﾄの除去作業 

- 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ④ レイタンスなどの泥弱部は除去されているか 

状 況 写 真 

写真－1 床版ｺﾝｸﾘｰﾄのﾚｲﾀﾝｽの除去忘れ 

 

写真－2 ｻﾝﾀﾞｰ（砥石型）によるﾚｲﾀﾝｽ除去例 

- 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ⑤ 目視確認できる被膜養生剤は除去されているか 

状 況 写 真 

写真－1 ｻﾝﾀﾞｰによる被膜養生剤を除去した例：緻密性が失われその後、含浸剤を 

防水工との接着を阻害しないために塗布する 

参考写真－天端仕上げ高さの管理ﾈｼﾞ棒の撤去ﾀｲﾐﾝｸﾞが遅く、機械式仕上げの 

ﾄﾛｳｴﾙが十分に使えず、部分的に被膜養生剤が残った例 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ⑧ プライマーの塗布量は適切であるか 

状 況 写 真 

写真－1 ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布量の検収状況 

写真－2 ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布完了状況（均一でﾑﾗがない状態） 
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橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 下 地 処 理 

番 号 ⑨ 地覆等の端部垂直面や排水桝周りのプライマーが薄塗りにならないようにしているか 

状 況 写 真 

写真－1 地覆、排水孔周りを刷毛による塗布状況 

 

写真－2 刷毛による塗布状況（中央分離帯側） 

この時に薄塗りにならないように施工する 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ①  防水シートは勾配の低い方から敷設しているか 

状 況 写 真 

写真－1 本線橋での敷設状況（流し貼り型） 

- 

参考写真－ランプ橋での敷設状況（常温貼り型） 

直橋に比較し曲橋はｼｰﾄ長さが小刻みになる 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ②  防水シートは定められた重ね幅を取っているか（10 ㎝以上） 

状 況 写 真 

写真－1 防水ｼｰﾄ長手方向の重ね幅 10cm 以上（流し貼り型） 

 

参考写真－防水ｼｰﾄの重ね幅ﾗｲﾝの明示（常温貼り型） 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ③  防水シートの横断重ね位置を 1.0m 以上ずらしているか 

状 況 写 真 

写真－1 本線橋における横断重ね幅状況（流し貼り型） 

 

参考写真－横断重ね状況（常温貼り型） 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ④ 防水シートは施工線に沿って貼れるかを確認し巻き戻してから貼り付けているか 

状 況 写 真 

写真－1 施工線に沿っての試し貼り状況（風のない日を選定）- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑤ 貼り付け用アスファルトの温度は適切か（特に冬季） 

状 況 写 真 

写真－1 固形ｱｽｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ（ｱｽﾌｧﾙﾄ）の溶融釜 

 

 

写真－2 溶融温度の例：245 度（11 月中旬） 

ﾒｰｶｰの指定溶融温度による（ｱｽｺﾊﾟｳﾝﾄﾞ 3 260℃以下） 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑥ 貼り付け用アスファルトを入れた缶などをシート上に置くなどしてシートを損傷（溶解）させていな

いか 

状 況 写 真 

写真－1 ｱｽﾌｧﾙﾄ入れ缶を敷設防水ｼｰﾄの前方に仮置き 

 

写真－2 ｼｰﾄの前方にｽﾄｯｸ缶：ｱｽﾌｧﾙﾄを柄杓で投入する- 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑦ シート貼り付け直後、シート上を歩いていないか（足跡によりシートのヨレ等が生じていないか） 

状 況 写 真 

写真－1 防水ｼｰﾄ貼り付け（平滑仕上げ）状況 

写真－2 防水ｼｰﾄ貼り付け後（凹凸若干あるが空気泡ではない） 

補足：加熱ｱｽﾌｧﾙﾄを多めに投入すると凹凸が出来やすい 

足跡が残る場合もある（ｼｰﾄの貼りかたでやむを得ない） 

この場合ｱｽﾌｧﾙﾄが硬化するまで立入禁止（ｼｰﾄのﾖﾚ等で損傷しやすいため） 

基層施工時、ｱｽﾌｧﾙﾄの熱と重機の転圧で貼り付け用ｱｽﾌｧﾙﾄが溶けて 

足跡は緩和される 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑧ シートを貼り付ける際、ロール芯や鉄棒を用いて均等な力で押せているか 

状 況 写 真 

写真－1 ﾛｰﾙ重さを利用した敷設例 

 

写真－2 ｱｽﾌｧﾙﾄをﾛｰﾙ重さを利用して押し出すｲﾒｰｼﾞ- 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑨ シートを貼り付ける際、シート端部から貼り付け用アルファルトがはみ出しているか 

状 況 写 真 

写真－1 防水ｼｰﾄ敷設方向にｱｽﾌｧﾙﾄを多めに流し込む 

 

写真－2 ｼｰﾄ端部からｱｽﾌｧﾙﾄのはみ出た状態 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑩ 防水シートからはみ出たアスファルトは刷毛で均一に均しているか（はみ出た量は適切か） 

状 況 写 真 

写真－1 防水ｼｰﾄ継目を刷毛により、はみ出したｱｽﾌｧﾙﾄを均す状況 

写真－2 はみ出したｱｽﾌｧﾙﾄの均し完了状況 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑪ 貼り付け用アスファルトは均一な量（厚さ）で流し込めているか 

状 況 写 真 

写真－1 貼り付け用ｱｽﾌｧﾙﾄ検収例（ｱｽｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 3） 

 

写真－2 ｱｽﾌｧﾙﾄを柄杓で均一に流し込む（近接） 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 防水シート 

番 号 ⑫  空気泡箇所を適切に補修しているか？（写真は常温貼りの例） 

状 況 写 真 

参考写真－１ シート圧着状況           参考写真－２ シート圧着後に生じた空気泡 

参考写真－3 空気泡発生箇所の孔開け処理後、ｼｰﾄの孔開け箇所にｱｽﾌｧﾙﾄを上塗りする 

参考写真－4 空気泡の発生箇所数が多かったり、強風で飛ばされたりした箇所は 

防水ｼｰﾄを再設置する（継目にｱｽﾌｧﾙﾄを塗布：強風飛散防止対策） 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 端 部 処 理 

番 号 ① 端部処理剤（シルバーメッシュテープ）は端部の直角面に沿って敷設されているか 

状 況 写 真 

写真－1 ｼﾙﾊﾞｰﾒｯｼｭﾃｰﾌﾟを端部の直角面に合わせて金具を押し当てている状況 

このような作業をやらないと直角面になりにくい 

写真－3 ｺｰﾅｰ（直角）押さえ作業の例    写真－2 直角面の確認状況 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 端 部 処 理 

番 号 ② 貼り付け用アスファルトは、垂直面が薄塗りとならないように施工しているか 

状 況 写 真 

写真－1 端部処理剤にｱｽﾌｧﾙﾄを直接流し込んで量を確保している状況 

 

写真－2 流し込んだｱｽﾌｧﾙﾄを刷毛で垂直面に塗布している状況 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 端 部 処 理 

番 号 ③ 導水パイプは端部に敷設し、端末を排水枡に挿入しているか 

状 況 写 真 

写真－1 導水ﾊﾟｲﾌﾟの端部設置と排水枡との接続状況 

 

 

 

写真－2 排水孔への設置状況                 写真－3 排水枡への設置状況 

 

 

 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ① 伸縮装置や後打ちコンクリートを適切に保護しているか 

状 況 写 真 

写真－1 基層工（表層工）施工時の伸縮装置の保護例 

（端部段差に角木材、伸縮装置全体にﾌﾞﾙｰｼｰﾄ＋ｺﾞﾑﾏﾂﾄ設置） 

 

写真－2 防水ｼｰﾄを保護した例 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ② 防水シート上を施工機械が移動する時、こぼれた合材や異物を清掃しているか 

状 況 写 真 

写真－1 ﾀﾞﾝﾌﾟがこぼしたＡS 合材の清掃状況（基層工施工中） 

写真－2 ﾀｲﾔに付着し持ち込んだ小石等の清掃       写真－3 基層定規型枠を撤去後のＡS 清掃 

ﾌﾟﾗﾝﾄ～舗設場所までの合材運搬ﾙｰﾄに 

砂利道等がある場合要注意 

写真－4 簡易清掃機による清掃状況 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ③ 成形目地用のプライマーは隙間なく散布されているか 

状 況 写 真 

写真－1 基層工＋表層工の高さまで端部にﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布した状況 

 

写真－2 成型目地材設置予定部分もﾌﾟﾗｲﾏｰが塗布されている状況 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ⑤ 基層施工前に貼り付ける成形目地材は剥がれたり、隙間なく貼られているか 

状 況 写 真 

写真－1 成型目地材設置状況（地覆側）                写真－2 成型目地材（近接） 

幅 30mm 厚さ 5mm 

 

写真－3 成型目地材の設置状況（3 月下旬：表層工直前） 

冬期に比較し目地材が溶解気味になり付着しやすい 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ⑥ 成形目地材の継ぎ目は重ねて貼っているか。また縦断勾配の高い方が上に重ねているか。 

状 況 写 真 

写真－1 成型目地材の重ね継手状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ⑦ 基層の定規型枠は防水シートを傷つけないように釘固定はしていないか。 

状 況 写 真 

写真－1 定規型枠の継目を重りで（約 5kg）押さえている例 

 

写真－2 ﾀｲﾔﾛｰﾗ、ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗにて転圧作業（定規型枠の動きはなし） 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗 設 準 備 

番 号 ⑧ 使用するアスファルトフィニッシャーのタイヤにアスファルト等が付着していないか。 

状 況 写 真 

写真－1 基層工の施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗装端部の転圧 

番 号 ① 基層合材の到着、敷き均し、転圧の温度管理は適切か。 

状 況 写 真 

※：設定温度は参考値 

         施工時期：12 月末 

写真－1 到着時再生密粒 13T 改質Ⅱ型※170℃±10 実測値 169℃ 

 

 

写真－2 初期転圧時再生密粒 13T 改質Ⅱ型※155℃±10 実測値 164℃ 

写真－3 二次転圧時再生密粒 13T 改質Ⅱ型※105℃±25 実測値 95℃ 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗装端部の転圧 

番 号 ② 表層合材の到着、敷き均し、転圧の温度管理は適切か。 

状 況 写 真 

 

※：設定温度は参考値 

        施工時期：1 月末 

 

写真－1 到着時再生密粒 13T 改質Ⅱ型※170℃±10 実測値 174℃ 

 

 

 

 

 

写真－2 初期転圧時再生密粒 13T 改質Ⅱ型※155℃±10 実測値 161℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗装端部の転圧 

番 号 ③ 端部への合材の敷き均しは適切に行われているか。 

状 況 写 真 

写真－1 伸縮装置付近：後打ちｺﾝの高さに合わるための調整用ｱｽﾌｧﾙﾄ 

写真－2 中分開口部のｺﾃ敷き均し状況 

写真－3 路肩折れ端部のＡｓの散布による高さ調整（初期転圧後） 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗装端部の転圧 

番 号 ④ 端部の転圧は適切に行われているか（必要に応じてプレートを使用する） 

状 況 写 真 

写真－1 分流ﾉｰｽﾞ付近をﾌﾟﾚｰﾄによる締め固め状況 

写真－2 中央分離帯側開口部の締め固め状況 

写真－3 路肩折れ端部の転圧状況（小型振動ﾛｰﾗｰによる） 

 





橋面防水工（流し貼り型シート系防水）の施工上の留意点（試行版） 

  工   種 舗装端部の転圧 

番 号 ⑤ 合材と成形目地材はしっかり一体化しているか 

状 況 写 真 

 

 

 

写真－1 舗設直後の成型目地材の一体化状態             写真－2 舗設直前の成型目地材 

写真－3 ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰにて目地材を暖める（全景）          写真－4 ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰで暖め状況（近接） 

 

写真－5 成型目地材が少し溶解された      写真－6 成型目地材が表層合材の温度で一体化 

ところで舗設する 

 







４－（１）．コンクリートの打込み管理表













４－（２）．コンクリートの打重ね管理表





４－（３）．表層透気試験記録





４－（４）．表面吸水試験記録





４－（５）．ひび割れ調査票
















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号
）
を

記
入

。
・
混

和
材

に
は

、
配

合
容

積
に

算
入

す
る

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
、

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
な

ど
）
混

和
材

料
の

種
類

、
使

用
量

を
記

入
す

る
。

・
混

和
剤

に
は

、
配

合
容

積
に

算
入

し
な

い
（
Ａ

Ｅ
剤

、
Ａ

Ｅ
減

水
剤

な
ど

）
混

和
材

料
の

種
類

、
添

加
量

、
添

加
方

法
を

記
入

す
る

。
・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
を

実
施

し
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
対

策
方

法
を

記
入

す
る

。
・
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
（
土

木
構

造
物

）
実

施
要

領
に

基
づ

く
、

ア
ル

カ
リ

総
量

の
計

算
結

果
を

記
入

す
る

。

(出
典

）
「
建

設
材

料
の

品
質

記
録

保
存

業
務

実
施

要
領

（
案

）
」
に

よ
る

。
（
Ａ

４
版

）

細
骨

材
②

細
骨

材
③

粗
骨

材
①

混
和

材

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策

の
方

法

番
　

号

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト 区

分

構
造

物
の

部
位

構
造

物
の

名
称

構
造

物
の

種
類

呼
び

強
度

混
和

剤
③

粗
骨

材
②

粗
骨

材
③

適
　

工
場

有
　

　
無

コ
ン

ク
リ

ー
ト
中

の
総

ア
ル

カ
リ

量
（
kg

／
m

3
）

設
計

基
準

強
　

　
　

度
生

コ
ン

ク
リ
ー

ト
会

社
名

JI
S
工

場
認

定
 の

有
　

　
無

混
和

剤
①

セ
メ

ン
ト

細
　

骨
材

　
率

ｓ/
ａ

粗
骨

材
最

　
大

寸
　

法

ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ

の
範

囲
空

気
量

の
範

囲

水
セ

メ
ン

ト
比

w
/
c

摘 要
水

細
骨

材
①

混
和

剤
②



４－（６）．コンクリートの配合表



様
式

－
１

０
７

（
東

北
地

方
整

備
局

版
）

年
　

　
　

度

工
 事

 名

（
３

）
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
試

験
結

果
施

工
業

者

　
　

　
　

　
　

　
　

σ
2
8
強

度
（
N

/
m

m
2
）

ス
　

ラ
　

ン
　

プ
　

(c
m

)
空

　
気

　
量

　
（
％

）

材
齢

最
大

最
小

平
均

試
験

個
数

最
大

最
小

平
均

試
験

個
数

最
大

最
小

試
験

個
数

最
大

最
小

試
験

個
数

測
定

方
法

単
位

水
量

ｋ
ｇ

（
注

）
・
構

造
物

の
部

位
は

、
フ

ー
チ

ン
グ

、
柱

部
等

、
具

体
的

で
か

つ
複

数
回

の
打

設
に

わ
た

る
場

合
は

、
そ

の
回

を
記

入
す

る
。

・
呼

び
強

度
は

、
JI

S
 A

5
3
0
8
（
当

該
年

度
の

も
の

）
適

用
。

・
配

合
強

度
は

、
変

動
係

数
等

を
考

慮
し

て
各

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
で

定
め

て
い

る
強

度
。

・
σ

（
x）

内
の

強
度

欄
は

、
σ

2
8
以

外
の

場
合

に
使

用
す

る
。

”
x”

に
呼

び
強

度
を

保
証

す
る

材
齢

を
記

入
し

、
数

値
を

入
力

す
る

。
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

は
、

曲
げ

強
度

を
σ

2
8
の

欄
に

記
入

す
る

。
・
試

験
個

数
が

1
0
個

以
上

に
な

る
場

合
に

は
、

別
途

工
程

能
力

表
を

作
成

す
る

。
・
σ

2
8
強

度
は

、
呼

び
強

度
毎

の
試

験
結

果
と

す
る

。
・
ス

ラ
ン

プ
は

、
呼

び
強

度
毎

の
試

験
結

果
と

す
る

。
・
空

気
量

は
、

呼
び

強
度

毎
の

試
験

結
果

と
す

る
。

・
特

殊
混

和
剤

を
用

い
た

場
合

は
添

加
後

の
ス

ラ
ン

プ
、

空
気

量
を

（
　

）
書

き
で

上
段

に
記

入
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
塩

化
物

総
量

規
制

基
準

（
土

木
構

造
物

）
実

施
要

領
に

基
づ

き
測

定
さ

れ
た

、
塩

化
物

量
の

測
定

結
果

を
記

入
す

る
。

・
現

場
に

お
い

て
測

定
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
水

量
に

つ
い

て
測

定
方

法
及

び
値

を
記

入
す

る
。

(出
典

）
「
建

設
材

料
の

品
質

記
録

保
存

業
務

実
施

要
領

（
案

）
」
に

よ
る

。

（
Ａ

４
版

）

摘
　

　
　

　
　

　
要

現
場

単
位

水
量

打
設

日

σ
（
x）

（
N

/
m

m
2
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト
中

の
塩

化
物

総
量

（
k
g／

m
3
）

番
号

配
　

　
合

強
　

　
度

(N
/
m

m
2
)

呼
　

　
び

強
　

　
度

(N
/
m

m
２
)

構
造

物
の

名
称

構
造

物
の

種
類

構
造

物
の

部
位

設
計

基
準

強
　

　
　

度

(N
/
m

m
2
)



４－（７）．受入れ検査の記録



様
式

－
１

０
９

（東
北

地
方

整
備

局
版

）

年
　

　
　

度

工
　

事
　

名

（
４

）
　

打
設

関
係

施
工

地
先

番
　

号
構

造
物

の
名

称
構

造
物

の
種

類
構

造
物

の
部

位
打

設
日

（
A

M
.P

M
）

ポ
ン

プ
圧

送
高

さ
（
ｍ

）
ポ

ン
プ

圧
送

距
離

（
ｍ

）
ポ

ン
プ

使
用

管
径

（
φ

m
m

）
打

設
数

量
打

設
気

温
（
最

高
）

打
設

気
温

（
最

低
）

養
生

気
温

（
最

高
）

養
生

気
温

（
最

低
）

打
設

方
法

養
成

方
法

養
生

日
数

（
日

）
特

殊
型

枠
打

設
会

社
名

摘
　

　
　

　
　

　
　

要

（
注

）
・
番

号
欄

は
、

図
面

対
象

番
号

を
記

入
。

・
打

設
温

度
は

、
打

設
時

に
測

定
し

た
外

気
温

を
記

入
す

る
。

・
打

設
会

社
名

は
、

ポ
ン

プ
打

設
の

場
合

の
み

記
入

。
・
打

設
方

法
は

、
シ

ュ
ー

ト
、

バ
ケ

ッ
ト
、

ポ
ン

プ
打

設
等

を
記

入
。

・
養

成
方

法
は

、
湿

潤
、

練
炭

、
電

熱
養

成
等

を
記

入
。

・
保

温
養

生
を

行
っ

た
場

合
は

、
保

温
期

間
の

養
生

気
温

を
記

入
す

る
。

・
養

生
日

数
は

、
脱

型
ま

で
の

日
数

を
記

入
す

る
。

・
特

殊
型

枠
（
ス

リ
ッ

プ
フ

ォ
ー

ム
、

埋
設

型
枠

、
透

水
・
吸

水
型

枠
等

）
を

使
用

し
た

場
合

は
、

そ
の

種
類

を
記

入
す

る
。

(出
典

）
「
建

設
材

料
の

品
質

記
録

保
存

業
務

実
施

要
領

（
案

）
」
に

よ
る

。

（
Ａ

４
版

）



４－（８）．打込み、および養生方法の記録


